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今後の進め方について 

 

 

 

 

 
斐伊川水系 生態系ネットワークによる大型水鳥類と共に生きる流域づくり検討協議会 
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斐伊川水系 生態系ネットワーク形成等に向けた、平成 28 年度の取組 
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斐伊川水系 生態系ネットワーク形成等に向けた「大型水鳥類生息地の保全・整備」の進め方（案） 
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斐伊川水系 生態系ネットワーク形成による大型水鳥類を通じた地域振興の進め方（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 生態系ネットワークによる中海・宍道湖圏域『観光』振興地域づくり

今後の方針 

「大型水鳥類」を通じた観光振興に当っては、一般観光客とバードウォッチャー

そして国内観光客と海外観光客に対象を区分し、エコツアーとしての原則を踏ま

え、ソフト・ハードの両面からツアー企画や誘致方策、施設整備等を検討する。

 

展開方策の骨子 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度の取組 

・ 「大型水鳥類」を通じたツアーの商品化 

・ ガイド等の育成 

 生態系ネットワークによる中海・宍道湖圏域『農業』振興地域づくり

今後の方針 

大型水鳥類の生息環境改善につながる農法の導入による農業振興に当たっては、

圏域内先行地への支援・充実を図りながら、指標となる大型水鳥類の安定的な生

息とブランド農産物の高価格販売を通じた中長期的な農業活性化を目標として、

圏域主要農地への拡大方策を検討する。 

展開方策の骨子 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度の取組 

・ 販路拡大に向けた施策 

・ 収穫量の安定化に向けた支援 

大型水鳥類 

観光エコツアー 

の検討  

A.一般観光客 

B.バード 

ウォッチャー 

観光ハブとセット

になったエコツア

ー企画 

大型水鳥類＋希少

種･固有種を目玉

としたバードウォ

ッチング・ツアー

企画 

各対象別エコツアー商品の開

発(水鳥観光ルート・ガイド等)

訪日外国人観光客 

海外バードウォッチャー 

国内バードウォッチャー 

気候・季節/自然･

景観/歴史･文化/食 
圏域統一

ブランド

認証制度

の検討

ex. 

・中海・宍道湖水鳥海藻米 
・白鳥・雁たんぼ海藻米 
・中海ハクチョウ海藻米 
・宍道湖雁の里・海藻米 

大型水鳥類の生息と圏域の地域特性を踏
まえた、生息環境改善につながる農法の
内容整備 

国・県による既存支援措置の整理 
圏域独自の誘導支援措置の導入 
 
 
販売流通対象 圏域内/全国/海外 

A.統一ブランド名称 
 
 
 
 

B.認定条件 
 
 

C.支援・誘導措置 
 

D.高価格販売流通戦略 

圏域の多様な主体との連携による地域振興 

 平成 28 年度の取組 

・ 中海・宍道湖圏域の「地方創生」をテーマとした圏域シンポジウム等 

 その他、展開が考えられる連携の事例 

・ 大型水鳥類をシンボルとした新たな商品（農産物やその加工品・工芸品・観光企画）の開発 

・ ブランド農産物や加工品等の流通販路の確保・拡大 

・ 農業と漁業、観光が融合した圏域独自のグリーン・ツーリズムの展開 

・ 宍道湖グリーンパーク、米子水鳥公園を拠点とした有償エコツアーガイドの育成 

「検討協議会」として圏域内外(国内・海外)

への商品売り込み 

- 「山陰いいものマルシェ」出店 

- 海外への販路拡大に向けた検討 
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今後のスケジュールについて（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年 

H27 

2016 年 

H28 

2017 年 

H29 

2018 年 

H30 

2019 年 

H31 

2020 年 

H32 

協議会 

※年１回を予定 

    

 

     

 

生息環境づくり部会 

※必要に応じ適宜開催 

 

         

 

地域づくり部会 

※必要に応じ適宜開催 

         

ワーキング 

※必要に応じ各分野毎に適宜開催 

         

その他、普及・広報等に関する取組 
         

 

 STEP１.    【現況安定生息種】 

■ハクチョウ類 

（コハクチョウ・オオハクチョウ） 

■ガン類 

(マガン･ヒシクイ等) 

 

  
    

 

 STEP２.    【現状散発飛来種】 

■ツル類 

（マナヅル・ナベヅル等） 

■コウノトリ 

 

      

 STEP３.  

■トキ 

  
 

   

愛知目標達成年 

生物多様性国家戦略 2012-2020 達成年 

出雲市トキ分散飼育センターにおけるトキ一般公開の検討や「出雲市トキによるまちづくり推進協議会」での検討等、トキに関連する取組の進捗にあわせた展開 

西日本最大のガン・ハクチョウ類渡来地としての特性を活かした観光的地域振興に向けた取組

や、農作物も含めたブランド商品化等、具体策の検討・推進 

 

既存生息種に加えツル類･コウノトリの飛来

および生息状況の改善による国内唯一の

大型水鳥類渡来地をアピールする地域活

性化の検討・推進

生息環境調査（文献、ヒアリング、現地）、環境改善方策の検討、生息環境づくりの推進 

生息環境調査（文献、環境条件、採食生物量）、環境改善方策の検討、生息環境づくりの推進 

第 1 回 
12 月 18 日 

第 2 回 
2 月 8 日

第 1 回 
4 月 28 日 

第 2 回 
10 月 13 日 

第 3 回
2 月 22 日

1 月 29 日 

● 
鳥類ワーキング（島根エリア）

1 月 28 日 

凡例 

｢生息環境づくり部会｣の取組 

｢地域づくり部会｣の取組 

 
鳥類ワーキング（鳥取エリア） 

（予定） 

松江市環境フェスティバル参加 
11 月 15 日 

大型水鳥類モニターツアー 
1 月 28 日 

大型水鳥類写真展 
1 月 28 日～3 月下旬 


